
長年培った伝統技法での舞台衣裳制作と、

斬新な染めものブランドの両輪で、染織の未来を拓く。

私も挑戦者です
伝統技法での舞台衣裳制作と、新たな染織ブランドで染織
の未来に挑戦する山元染工場と同様に、三洋化成は化学
のちからで暮らしや産業を支えながら、よりよい未来の実
現に向けて新分野に挑戦しています。

三洋化成 Twitter
@sanyochemical 

三洋化成工業株式会社

もよりバス停は「泉涌寺道」

x京都市東山区一橋野本町11-1

山元宏泰さん
京都出身。母から山元染工場
の４代目を継いで10年になる。
主に、舞台衣裳を担当する。

山元桂子さん
三重出身。京都芸術大学で染色
テキスタイルを学ぶ。自身のブラン
ド「ケイコロール」を立ち上げる。

の

き
ょ
う
Vol.32

染め物の魅力を

日本そして世界に

伝えていきたいです

た
ち

挑
戦
者

　か
つ
て
日
本
映
画
の
隆
盛
期
、
京

都
は
そ
の
中
心
地
だ
っ
た
。
太
秦
周

辺
に
は
撮
影
所
が
多
く
、
時
代
劇

衣
裳
の
需
要
が
高
か
っ
た
。
１
９
３

０
年
に
染
色
業
の
本
場
・
壬
生
で
創

業
し
た
山
元
染
工
場
は
、
現
在
京

都
唯
一
の
、
舞
台
衣
裳
を
専
門
に

手
が
け
る
会
社
だ
。

　「
時
代
劇
に
と
っ
て
衣
裳
は
、
人

物
を
輝
か
せ
て
役
柄
の
設
定
を
物
語

る
重
要
な
存
在
で
す
。
企
画
段
階
か

ら
関
わ
り
、
提
案
、
デ
ザ
イ
ン
、
染

め
か
ら
仕
立
て
ま
で
一
貫
し
て
行
い

ま
す
」
と
語
る
の
は
４
代
目
の
山
元

宏
泰
さ
ん
。
工
場
に
は
創
業
以
来

10
万
枚
以
上
の
型
友
禅
の
型
紙
が
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
伝
統
柄
が
揃
う
。

黒
沢
明
監
督
の
映
画
を
は
じ
め
、

物
語
の
世
界
観
を
支
え
て
き
た
。

　し
か
し
、
近
年
、
時
代
劇
の
需

要
は
落
ち
込
ん
で
い
る
。「
注
文
を

待
つ
だ
け
で
な
く
発
信
し
よ
う
」
と

妻
桂
子
さ
ん
が
２
０
１
６
年
に
立
ち

上
げ
た
の
が
、
染
め
も
の
ブ
ラ
ン
ド

「
ケ
イ
コ
ロ
ー
ル
」
だ
。
美
大
出
身
の

桂
子
さ
ん
は
培
っ
て
き
た
ア
ー
ト
の

感
覚
で
、
伝
統
の
型
紙
を
生
地
の
上

に
ラ
ン
ダ
ム
に
置
い
て
色
を
重
ね
て

い
く
。
鮮
や
か
な
色
彩
を
生
か
し
た

和
風
バ
ッ
グ
や
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
の
ア

イ
テ
ム
は
若
者
や
外
国
人
と
い
っ
た

国
内
外
の
フ
ァ
ン
を
開
拓
し
た
。

　宏
泰
さ
ん
は
「
伝
統
の
染
物
業
か

ら
見
た
ら
ル
ー
ル
違
反
だ
が
、
色
も

デ
ザ
イ
ン
も
お
も
し
ろ
い
」
と
絶
賛
。

「
伝
統
の
型
紙
が
人
の
目
に
触
れ
る

こ
と
が
う
れ
し
い
し
、
閉
鎖
的
な
業

界
の
突
破
口
と
な
っ
た
」
と
喜
ぶ
。

　舞
台
衣
裳
制
作
と
ケ
イ
コ
ロ
ー
ル

は
山
元
染
工
場
の
両
輪
と
な
っ
た
。

「
ケ
イ
コ
ロ
ー
ル
の
自
由
な
表
現
に
触

発
さ
れ
て
、
舞
台
衣
裳
も
得
意
先

に
積
極
的
に
提
案
す
る
姿
勢
に
変
化

し
ま
し
た
」
と
宏
泰
さ
ん
。
ま
た

桂
子
さ
ん
は
来
春
か
ら
母
校
で
教

鞭
を
執
る
。
伝
統
と
創
作
と
教
育
と
。

染
織
の
未
来
を
拓
く
挑
戦
が
こ
の
町

工
場
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

写真上／作業台に白い木綿生地を広げ、型紙を置いて、色
を塗っていく桂子さん。格子柄に千鳥を重ねたり、まっすぐで
なく斜めに置いたりなど、伝統の染物業者が思いも及ばない
自由な発想と色使いが人気を呼んでいる。  写真下／昭和
初期から衣裳制作に使われてきた型友禅の型紙には、格子
柄、水玉、千鳥など、ありとあらゆる伝統柄が揃っている。農
民の衣裳などは、着古した感じになるよう古色をつける。


